
 

 

 

 

 

 

■＜比較指標＞が変更となり、3つに統一されました。下記 3つから選択、計算のうえ、ご記入ください。 

１．単位時間あたり生産量（時間当たり掘削量（㎥/h）、時間当たり生成量（個/h） 等） 

２．歩留まり率（完成品数/投入原料数、良品数/完成品数等） 

３．投入コスト削減率（必要作業時間の短縮率、必要投入原料の削減率等） 

※投入コストは当該設備の製作に係る費用（金銭）という意味では無く、それ以外の時間や 

原料の量など、当該設備を利用して物等を生成するために必要となる要素を意味しています。 

 

■エビデンス資料を必ず提出ください（2025年 4月 1日以降、新指標にて証明書を発行したものは不要）。 

以下の資料が、当該モデル・一代前モデル、ともに必要です。 

①当該・一代前モデルの指標数値が明記された資料、②当該・一代前モデルの販売開始年を裏付ける資料 

水色のセルに入力をすると左側の印刷用書式に自動で反映されます 
入力にあたって

の注意事項です 

当該モデル及び一代前モデルの 

①指標数値の根拠となる資料 

（カタログ、仕様書、検査結果の抜粋等）  

②販売開始年を裏付ける資料 

（リリース情報(URL/メール/チラシ)、 

 内部資料の抜粋等） 

を必ずご提示ください 

入力内容に問題がなければ 

3か所に「1.該当」が表示されます 

表示されない場合は 

・入力漏れ ・数値の誤り ・誤った箇所への入力 

がないか、今一度ご確認願います 

 
！ご注意ください！ 2025年 4月以降の変更点は２つです（下部参照） 

・ ＜比較指標＞の変更 
・ エビデンス資料（当該モデル・一代前モデルの①指標数値②販売開始年）の要提出 

比較の要不要で 2.

を選択する場合は 
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https://www.chusho.meti.go.jp/k

eiei/kyoka/pdf/kyokaqanda.pdf 

をご確認ください 

証明書(Word)と表記が同じで

あることを確認してください 

https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/kyoka/pdf/kyokaqanda.pdf
https://www.chusho.meti.go.jp/keiei/kyoka/pdf/kyokaqanda.pdf

